








氏 名 うちの   すみえ    
内野 すみ江 
学 位 の 種 類 博士（医学  ） 
学位授与年月日 平成 26 年 9 月 24 日 
学位授与の条件 学位規則第 4 条第 1 項 





論文審査委員  主査 教授 出江 紳一 
   教授 市江 雅芳 教授 永富 良一    
論 文 内 容 要 旨 
【背景】裏拍動作のタイミングを決定する内的時間の形成について、片手で裏拍動作を行う場合
のモデルは示されて検証されているが、両手で交互に裏拍動作と表拍動作を行う場合のモデルは
見あたらず、解明されていない。 【目的】外的リズムにタイミングを合わせた動作を行う時の
内的時間はどのように形成されるのかを明らかにするために、本研究では、片手による裏拍タッ
ピングにもう一方の手で表拍タッピングを加えると、裏拍タッピングのタイミングの変動が減少
するかについて、次に、両手で交互に行う表拍タッピングと裏拍タッピングの間に周期的なリズ
ムが形成されるかについて検討した。 【方法】健常者を対象とし、２つの実験を行った。実験
１では、被験者は一定の頻度で連続したペーシング音を聞きながら、左、右それぞれ片手で裏拍
タッピングのみを行う課題と片手で裏拍タッピングを行ないながら、もう一方の手で表拍タッピ
ング（両手で異なる位相タッピング）、両手で同時に裏拍タッピング（両手で同じ位相タッピン
グ）を行う課題を行った。実験２では、周期的な外的ペーシング音をベースとして一定期間与え
た後に、その時間間隔を意識下の範囲内で変動させて、片手で裏拍タッピングを、もう一方の手
で表拍タッピングを行った。アウトカム指標は表拍タッピングと裏拍タッピングのタイミングの
時間的ずれと時間間隔、そして、表拍タッピングから次の裏拍タッピングまでの時間間隔とした。 
【結果】実験１では、裏拍タッピングの変動性は減少し、正確性が向上した。実験２では、ベー
スの間に形成された表拍タッピングと裏拍タッピングのタイミングは、ベースの後にペーシング
音の時間間隔を毎回変動させても変わらなかったが、12 回毎に変動させると、変動したペーシ
ング音の時間間隔にほぼ一致するように有意に変化した。  
【考察】実験１の結果から、外的ペーシング音に同期した表拍タッピングは裏拍タッピングのタ
イミング予測に影響を与えていることが考えられた。実験２の結果からは、表拍タッピングと裏
拍タッピングとの間に周期的なリズムが生成され、それは両手交互動作によって形成されてお
り、外的ペーシング音が意識下の範囲で変動した時間間隔で数回続くと誤差修正機能が働くと考
えられた。両手で異なる位相タッピングは、裏拍のタイミングの予測精度を向上させるので、音
楽演奏やダンスパフォーマンスのみならず、運動障害を持った患者のリズムトレーニングにも応
用できる可能性がある。 【結論】外的ペーシング音に合わせて一方の手で裏拍タッピングを行
う時に、もう一方の手で表拍タッピングをすると、表拍と裏拍からなる周期的なリズム拍が形成
されて、裏拍タッピングの変動は減少し、正確性が向上することが明らかになった。そして、表
拍タッピングと裏拍タッピングとの間に生成された周期的なリズムは両手交互動作によって形
成されていることが明らかになった。 
 

